
  

 

  

        
 

 

（回収 23通）○は良かったところなど▲は改善点など 表現は内容をそのままに、簡潔にしてあります 

なお、お出しいただいたものをこちらで分類をしてご紹介します。 

【子供たちの様子】 

○緊張しながらも発表する子供たちの姿と、聞く側の子供たちの発表者を応援し耳を傾ける姿が素晴ら

しかった。（同様 6名。緊張の中で立派に発表していて感心した、など） 

○一人一人それぞれの個性が出る発表になっていて、同じ詩でも楽しんで鑑賞できた。（同様 4名。選ぶ

詩に個性を感じた、など） 

○クラス全体を見渡しながら語りかけるように発表している子が多く見られてとても成長を感じた。（同

様 4 名。子供たち一人一人が話し手と聞き手の二つの立場を経験することで思いやりの気持ちも自然と

育まれている、など） 

【教員の指導】 

○一人一人にコメントをしてくださる先生の言葉も子供たちの自信へとつながる。日頃のご指導に感謝。

（同様 7 名。子どもを褒めてあげることの大切さに気付かされた、先生のコメントにも感動を覚えた、

など） 

▲（感想発表を）積極的に挙手する子としない子が分かれていたのが、唯一気になった。 

【内容】 

○自分がとても落ち込んでいるとき、「倒れたら立ち上がればいい」から始まり、励ますような、また力

を与えてくれるメッセージを子供たちが一生懸命心を込めて発表してくれて、涙を流して感動してしま

った。勇気を与えてくれた子供たちに感謝。勇気がわいた。 

▲低学年の子供たちにとって年齢的精神的に背伸びをしてしまっている印象、意味の読み解きが不十分

な印象。上手に読むことに比重が置かれ、作者の意図・心情をさぐる機会を逃しているように思われた。

自己啓発的な内容に見えた。ＭＹ詩の「ＭＹ」が何を指しているのかが気になった。 

【運営】 

○早い段階で日程変更のお知らせをいただいたので、仕事の調整ができ、ありがたかった。（同様 3 名） 

○あらかじめ、だれが何番目に発表するのかをプリントにてお知らせいただいたおかげで、子供たち 3人

の発表をゆっくり見ることができた。 

○台風で避難所になり、週末学校も忙しかったと思う。 

○学年合同でやってみてもおもしろいかも。 

▲時間は 1時限の中で収まるようにも感じた。 

▲平日に日程が変更になり、仕事のため参観できなかった。仕方がないとは思いつつ、残念だった。（同

様全 4名。平日になって時間の変更もあったのでペース配分への配慮をお願いしたい、など） 

▲受付係はいらない、と思った。(今回は来場者が少なかったからかもしれないが) 

▲保護者のおしゃべりが気になった。ざわざわした雰囲気の中で子供たちの集中力もそがれていると感

じた。そして、先生方に対しても非常に失礼な態度であり、同じ保護者として残念。 
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 ＭＹ詩発表会へのご参加、ありがとうございました！ 
 今まで、クラスごとの取組だったＭＹ詩発表会を、今年は学校全体の取組として学校公開日で実施しま
した。台風の影響で実施日が平日となり、ご迷惑をおかけいたしましたが、それでもたくさんの保護者・
地域の方のご来校をいただき、感謝しております。 
 また、アンケートのご協力も、ありがとうございました。以下に簡単ではありますがご報告いたします。 
 
 

裏面に続きます 



【次回への期待】 

○来年の発表会も楽しみ。(同様 6 名。毎年取り組むことってすごいなと思った、詩に限らず次回の発表

が楽しみ、これからも続けていただきたいすてきな授業だった、など)    

～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～＊～～＊～＊～ 

 まず、たくさんのお褒めの言葉をありがとうございました。これらは本当に教員の励みになります。 

また、子供たちの成長を、たくさんの方が感じてくださったことも嬉しい限りです。 

 この発表会のために、学校便りでもお知らせしたように、教員は夏季休業中に指導法の研修会を行いま

した。「子供の良いところをとらえて褒める」ことは、その研修でも講師となった押見主幹から真っ先に

指導されたことです。教師自身の子供を見る目や心が研ぎ澄まされないと、なかなか瞬時に、その子のよ

さを見付け、価値付けて褒めることはできません。そういう意味では、教員にとっても自身の感性を磨

く、よい機会になりました。 

 日程の変更については保護者の方にはご迷惑をおかけしました。1週間後の土曜日、ということも考え

たのですが、この日に本番を迎えるつもりで教員は指導していますので、1週間延期すると子供のモチベ

ーションが維持できるか不安がありました。また、練習をさらに続けなければならないこともあまり望ま

しくないと判断しましたので、運動会と同じく順延方式を取りました。ご理解いただければと思います。 

 参観のマナーについてのご意見もありがとうございました。これから学芸会、そして学校公開と、まだ

参観していただく機会はありますので、ぜひ、お互いが気持ちよく我が子の頑張りを笑顔で見守ることが

できるよう、ご配慮を切にお願いいたします。 

 なお、ＭＹ詩発表会は来年度も、全校一斉の取組として、いただいたご意見も参考にさせていただきな

がら続けていきます。1年ごとのお子さんの成長もどうぞお楽しみに。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 土曜日は学芸会です！ 

 校内を回っていると、体育館だけでなく、視聴覚室や教室からも、劇のセリフ 

を言う声が聞こえ、身振りのチェックをしている姿が見られます。そして、子供 

たちの帰った後の職員室は、教員が真剣に小道具の点検をしたり、その日の練習 

について反省会をしたり、と、学芸会が迫っていることを感じさせます。 

 運動会にしても、上記のＭＹ詩発表会にしても、その行事が苦手で、周りの熱気に戸惑う子供は必ずい

ます。また、特に学芸会では、なりたい役になれないこともよくあります。そのときの悔しさや失望感で、

涙を流すことも・・・ 

 でも、子供は、大人が考える以上にしなやかで、強靭な部分ももっています。希望が通らなかったこと

を振り返り、原因を考え、次へのステップにできるパワーをもっているのです。私が学校経営方針で掲げ

ている「子供の世界や感性を尊重する」というのは、その部分への敬意を払う、という意味でもあります。

オーディションで希望の役になれなかった子も、新しい配役に前向きに取り組んでいることと思います。 

どうぞ、そんなお子さんに、ぜひ「我が子に合った」励まし方で、見守っていただければ、と思います。 

 なお、学芸会のお便りでは、たくさんのお願い事項をお伝えしてしまいました。子供たちの数の減少に

伴い、学校では学級数が減り、したがって教員数が減り、以前と同じ人員を各係に配置することができな

くなってしまいました。不便をおかけしますが、子供たちの最高の演技を、学校、保護者・地域の皆様で

サポートしていただくことに、お力をお貸しいただけますよう、お願いいたします。 
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